
シンポジウム 1

C型肝炎の抗ウイルス療法：DAA治療の最前線と今後の課題
DAA treatments for hepatitis C：Current status and future tasks

第 1日目 5月 30 日（木）15：15～17：45
第 1 会場（京王プラザホテル 5F エミネンス）

司会 榎本 信幸 山梨大学医学部第一内科

平松 直樹 大阪労災病院

坂本 直哉 北海道大学大学院医学研究院消化器内科学教室

SY1―1 実臨床における special population に対するグレカプレビル・ピブレンタスビル併用療法の治
療成績

日本医科大学千葉北総病院消化器内科 近藤 千紗（こんどう ちさ）

SY1―2 IFNフリーDAA治療非著効症例における耐性変異と再治療の可能性
大阪大学大学院医学系研究科 疋田 隼人（ひきた はやと）

SY1―3 各種 IFN-free 治療不成功例のNS5A-RAS の変化と再治療効果に対する影響
虎の門病院肝臓センター 瀬崎ひとみ（せざき ひとみ）

SY1―4 C 型肝炎に対するDAA併用療法不成功例における薬剤耐性変異の現況―全国肝疾患診療連
携拠点病院を含む多施設データ解析―

武蔵野赤十字病院消化器科 板倉 潤（いたくら じゅん）

SY1―5 C 型肝炎ウイルス感染マウスモデルを用いたNS5A-P32del およびNS5B-S282T 変異の検討
広島大学大学院消化器・代謝内科 今村 道雄（いまむら みちお）

SY1―6 Genotype 1b HCVにおけるNS5A-P32 欠損株の出現機序：全国多施設共同研究
埼玉医科大学病院消化器内科・肝臓内科 内田 義人（うちだ よしひと）

SY1―7 ゲノタイプ 2型 C型肝炎治療の残された問題点～透析例・高度DAAs 耐性ウイルス～
北海道大学 須田 剛生（すだ ごうき）

SY1―8 Persistently Normal ALT C型慢性肝炎におけるDirect Acting Antivirals 療法の臨床的特徴
と実態

信州大学医学部消化器内科 城下 智（じょうした さとる）

SY1―9 肝移植後HCV再感染に対する IFN-free DAA製剤治療成績と再感染時のHCV動態の解析
長崎大学病院消化器内科 三馬 聡（みうま さとし）

SY1―10 C 型肝炎ウイルス排除後の肝発がんに関わるリスク因子と病態の解析
東京医科歯科大学大学院肝臓病態制御学講座/

東京医科歯科大学消化器内科 朝比奈靖浩（あさひな やすひろ）

SY1―11 DAA-SVR後肝発癌，非代償性肝硬変症例におけるHCVウイルスゲノムの検討
山梨大学第一内科 前川 伸哉（まえかわ しんや）

SY1―12 乏血性腫瘍に対するDAAs 治療の発癌抑制効果の検証
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

消化器疾患・生活習慣病学 馬渡 誠一（まわたり せいいち）



SY1―13 SVR後 follow-off を目指した SVR後肝発癌低リスク群の同定
大垣市民病院消化器内科 豊田 秀徳（とよだ ひでのり）

SY1―14 DAA治療 SVR例における血中亜鉛濃度と線維化改善効果ならびに肝発癌抑制効果との関連
について

労働者健康安全機構大阪労災病院 法水 淳（ほうすい あつし）

総括
東京医科歯科大学消化器内科 新田沙由梨（にった さゆり）



シンポジウム 2

B型肝炎の抗ウイルス療法：肝発癌の制御を目指した治療の最前線
Antiviral treatment of hepatitis B virus：an update

第 2日目 5月 31 日（金）16：30～19：00
第 1 会場（京王プラザホテル 5F エミネンス）

司会 黒崎 雅之 武蔵野赤十字病院消化器科

鈴木 文孝 虎の門病院肝臓センター

松本 晶博 信州大学医学部附属病院肝疾患診療相談センター

SY2―1 B 型慢性肝炎の Peg-IFN単独治療におけるウイルス因子及び血中miR-6126 による治療効果
予測

名古屋市立大学病態医科学/
名古屋西病院 新海 登（しんかい のぼる）

SY2―2 Sequential 療法のHBs 抗原低下に影響する宿主因子の検討
兵庫医科大学内科学肝・胆・膵科 榎本 平之（えのもと ひらゆき）

SY2―3 TDF/Peg-IFN併用療法における治療終了後HBsAg量低下に関わる因子の解析
信州大学医学部消化器内科 城下 智（じょうした さとる）

SY2―4 B 型慢性肝疾患に対するテノホビルアラフェナミドの治療効果と副作用に関する多施設共同
研究

旭川赤十字病院消化器内科 長谷部千登美（はせべ ちとみ）

SY2―5 B 型慢性肝疾患患者におけるETVからTAFへの切替え：HBs 抗原量の推移と患者の満足度
調査

埼玉医科大学病院消化器内科・肝臓内科 内田 義人（うちだ よしひと）

SY2―6 実臨床におけるテノホビル・アラフェナミド療法のHBs 抗原低下作用に関する検討
日本医科大学千葉北総病院消化器内科 糸川 典夫（いとかわ のりお）

SY2―7 B 型慢性肝疾患に対する核酸アナログ長期投与における発癌リスク因子の検討
武蔵野赤十字病院消化器科 金子 俊（かねこ しゅん）

SY2―8 HBVマーカーから見た核酸アナログ投与開始 5年以降の肝発癌因子
虎の門病院肝臓センター 保坂 哲也（ほさか てつや）

SY2―9 B 型慢性肝疾患における核酸アナログ投与例の肝発癌の検討―HBs 抗原とコア関連抗原に注
目して―

厚生連札幌厚生病院 小関 至（おぜき いたる）

SY2―10 核酸アナログ治療中および非治療のB型慢性肝疾患症例における発癌寄与因子の解析
東京医科歯科大学消化器内科/

東京医科歯科大学医学部附属病院検査部 村川美也子（むらかわ みやこ）

SY2―11 B 型慢性肝炎の核酸アナログ治療におけるインターフェロンλ3の役割の検討
北海道大学医学部消化器内科 森川 賢一（もりかわ けんいち）



SY2―12 Acyclic nucleoside phosphonates による免疫賦活および抗腫瘍効果
国際医療福祉大学病院/

国立国際医療研究センター 村田 一素（むらた かずもと）

総括
大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 山田 涼子（やまだ りょうこ）



シンポジウム 3

進行肝癌の治療：分子標的薬の位置づけ
Treatment of Advanced Liver Cancer：
The Role of Molecular Targeted Drugs
第 1日目 5月 30 日（木）8：00～10：30

第 1 会場（京王プラザホテル 5F エミネンス）
司会 工藤 正俊 近畿大学医学部消化器内科

加藤 淳二 札幌医科大学医学部腫瘍内科学講座

建石 良介 東京大学医学部消化器内科

SY3―1 BCLC stage B 肝細胞癌における肝動脈化学塞栓術と分子標的薬の位置づけ
久留米大学病院 下瀬 茂男（しもせ しげお）

SY3―2 Intermediate stage までの肝癌治療におけるレンバチニブの位置づけ：初期治療効果に基づい
た治療体系の見直し

埼玉医科大学病院 渕上 彰（ふちがみ あきら）

SY3―3 レンバチニブの奏功に寄与する因子―intermediate stage に注目して―
群馬県済生会前橋病院 畑中 健（はたなか たけし）

SY3―4 切除不能肝癌の実臨床におけるレンバチニブ早期使用経験からみたその位置づけと役割：多
施設共同研究

愛媛県立中央病院 平岡 淳（ひらおか あつし）

SY3―5 進行肝細胞癌に対するソラフェニブとレンバチニブ治療中の肝予備能推移の比較
金沢大学附属病院消化器内科 寺島 健志（てらしま たけし）

SY3―6 進行肝癌に対するレンバチニブ治療における早期治療効果，生存に寄与する因子の解析～多施
設共同研究～

国立病院機構九州がんセンター 杉本 理恵（すぎもと りえ）

SY3―7 進行肝細胞癌治療における最新のチロシンキナーゼ阻害剤の使い分けとその課題
千葉大学大学院医学研究院消化器内科学 丸田 享（まるた すすむ）

SY3―8 進行肝癌に対する Lenvatinib を主体とした各種分子標的治療，動注療法の効果と位置づけの
検討

横浜市立大学附属市民総合医療センター 中馬 誠（ちゅうま まこと）

SY3―9 Vp3/4 門脈腫瘍栓合併進行肝細胞癌に対する門脈腫瘍栓への放射線療法併用肝動注化学療法
とソラフェニブの比較

広島大学病院 河岡 友和（かわおか ともかず）

SY3―10 TACE不応進行肝細胞癌に対する分子標的治療と肝動注化学療法治療成績
札幌厚生病院消化器内科（肝臓内科） 荒川 智宏（あらかわ ともひろ）

SY3―11 進行肝細胞癌を治癒に導くためのNew FP療法から分子標的薬への sequential 療法
順天堂大学医学部消化器画像診断治療学 永松 洋明（ながまつ ひろあき）



SY3―12 チロシンキナーゼ阻害剤時代において進行肝細胞癌患者の生存期間は延長したか？
千葉大学大学院医学研究院消化器内科学 泉水美有紀（せんすい みゆき）

SY3―13 本邦におけるソラフェニブ不応後進行肝細胞癌におけるレゴラフェニブの安全性と有効性
日本医科大学千葉北総病院消化器内科 糸川 典夫（いとかわ のりお）

SY3―14 Multi-TKIs 時代の肝細胞癌治療～Sorafenib 症例からシークエンシャル療法を考察する
京都府立医科大学消化器内科/

静岡県立静岡がんセンター IVR科 森口 理久（もりぐち みちひさ）

総括
近畿大学医学部消化器内科 上嶋 一臣（うえしま かずおみ）



シンポジウム 4

非代償性肝硬変の集学的治療
Multidisciplinary treatment for decompensated liver cirrohosis

第 1日目 5月 30 日（木）14：30～17：00
第 2 会場（京王プラザホテル 5F コンコードA）

司会 名越 澄子 埼玉医科大学総合医療センター消化器・肝臓内科

鈴木 義之 虎の門病院肝臓センター

吉治 仁志 奈良県立医科大学第 3内科

SY4―1 腹水合併肝硬変例におけるトルバプタン長期内服継続例の検討
東京女子医科大学病院消化器内科 小木曽智美（こぎそ ともみ）

SY4―2 肝性浮腫を伴う肝硬変患者においてどのような因子が中長期予後に影響を与えるか
日本医科大学付属病院 岩下 愛（いわした あい）

SY4―3 非代償性肝硬変の集学的治療におけるフロセミド投与の意義
埼玉医科大学病院消化器内科・肝臓内科 内田 義人（うちだ よしひと）

SY4―4 有腹水肝硬変においてトルバプタンの併用はCARTの施行回数を減少させる―CART使用成
績調査の結果から

三重大学医学部消化器内科学 岩佐 元雄（いわさ もとお）

SY4―5 肝性脳症におけるリファキシミンの治療効果と血清アルブミン値の意義
鹿児島厚生連病院 平峯 靖也（ひらみね やすなり）

SY4―6 高アンモニア血症に対するリファキシミンの有用性―カナマイシン硫酸塩との比較―
札幌厚生病院 巽 亮二（たつみ りょうじ）

SY4―7 高アンモニア血症に対するレボカルニチン製剤の用量別経時的効果の検討
三豊総合病院内科 間嶋荘一郎（ましま そういちろう）

SY4―8 肝硬変患者の筋痙攣に対する利尿薬の影響
奈良県立医科大学内科学第三講座 澤田 保彦（さわだ やすひこ）

SY4―9 非代償期肝硬変を含む慢性肝疾患における掻痒症の実態とナルフラフィン塩酸塩の治療効果
虎の門病院肝臓センター 粕谷加代子（かすや かよこ）

SY4―10 肝硬変症例における門脈血栓症の現状と治療戦略
大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 山田 涼子（やまだ りょうこ）

SY4―11 TPO受容体作動薬ルストロンボパグの治療効果に寄与する因子の検討
順天堂大学医学部消化器画像診断・治療研究室/

慶應義塾大学医学部内科学（消化器） 谷木 信仁（たにき のぶひと）

SY4―12 B-RTOによる非代償性肝硬変に対する予後改善効果の検討
山口大学大学院医学系研究科消化器内科 岩本 拓也（いわもと たくや）

SY4―13 重症非代償性肝硬変に対する生体肝移植術の治療成績―術前 ICU入室症例の検討―
九州大学病院 吉屋 匠平（よしや しょうへい）



総括
岐阜大学医学部地域腫瘍学 華井 竜徳（はない たつのり）



シンポジウム 5

NASH/NAFLD：概念と診断基準の整理
NASH/NAFLD：Consensus of concept, non-invasive tests and seeds of

unresolved issues
第 1日目 5月 30 日（木）9：30～12：00

第 4 会場（京王プラザホテル 5F コンコードC）
司会 徳重 克年 東京女子医科大学消化器内科

伊藤 義人 京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学

中島 淳 横浜市立大学医学部肝胆膵消化器病学教室

SY5―1 NASH/NAFLD疾患概念の変遷―ガイドライン作成の立場から―
東京女子医科大学消化器内科 徳重 克年（とくしげ かつとし）

SY5―2 NAFLDの簡易的線維化マーカーからみた長期予後
大垣市民病院消化器内科 安田 諭（やすだ さとし）

SY5―3 治療介入を要する門脈圧亢進症を伴った非アルコール性脂肪性肝炎の臨床的特徴
広島大学病院消化器・代謝内科 村上 英介（むらかみ えいすけ）

SY5―4 NAFLDにおける新たな高度線維化予測スコアリングモデル構築の試み
岩手医科大学 阿部 珠美（あべ たまみ）

SY5―5 NASH肝線維化の改善・悪化評価における biomarker の有用性について
大阪府済生会吹田病院消化器内科 島 俊英（しま としひで）

SY5―6 NAFLDにおける非侵襲的肝線維化マーカー PRO-C3 の有用性
久留米大学医学部消化器内科 川口 巧（かわぐち たくみ）

SY5―7 NAFLDにおける高度線維化進行例の絞り込み
武蔵野赤十字病院消化器科 玉城 信治（たまき のぶはる）

SY5―8 NAFLD肝線維化診断におけるVCTE，SWE及びMREの直接比較による検討
横浜市立大学医学部肝胆膵消化器病学教室 今城 健人（いまじょう けんと）

SY5―9 NASHにおける脂肪酸代謝が宿主免疫応答に与える影響
金沢大学消化器内科 清家 拓哉（せいけ たくや）

SY5―10 EGFRをターゲットとしたNASH発癌予防法の探求
京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学 楳村 敦詩（うめむら あつし）

総括
京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学 楳村 敦詩（うめむら あつし）


